
平成23年度事業報告書
平成23年4月1日から平成24年3月31日まで

１　被害者等に対する事業
受理件数　２，２５９件
　内訳　　電話相談　　　　　　　　 １，７５８件
　　　　　面接相談(カウンセリング)  　　７３件
　　　　　直接的支援　　　　　　　　　４２８件

日時　平成24年5月19日（土）　午後5時から
場所　ホテルプラザ菜の花
議題　平成23年度事業報告及び決算報告について

審議をいただき、可決承認されました。

平成24年度第１回理事会・総会の開催平成24年度第１回理事会・総会の開催

千葉県公安委員会指定　犯罪被害者等早期援助団体
公益社団法人千葉犯罪被害者支援センター 第17号2012年8月
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２　関係機関・団体等との連携による被害者等の支援
（1） 関係機関・団体等との連携
（2） 警察との連携 
　　被害者等の同意に基づき情報提供を受け、迅速･的確な支援(16件 )
（3） 認定NPO法人全国被害者支援ネットワークとの連携
３　犯罪被害者等給付金申請手続きの補助
４　被害者支援に関する広報啓発活動
（1） リーフレットの作成配布
（2） 機関紙｢千葉ＣＶＳニューズレター」　年間２回発行（№15・16）
（3） キャンペーン等の実施
　　県下の警察署や市町村との合同キャンペーン（船橋警察署等41回）
　　千葉県及び千葉県警察本部支援室との合同キャンペーン
　　（警察フェスタ、警察音楽隊による定期演奏会、年頭視閲、犯罪被害者週間等）
（4） ホームページの更新
　　最新の情報を発信するとともに、閲覧者が更に見やすいように修正した。
（5） 広報媒体の活用

新聞広告や関係機関団体等の広報紙への掲載を依頼した。
また、電話帳の巻頭での広告及びｉタウンページに参入し、時代にマッチした効果的な広報媒体の

活用を行った。
更に、マスメディアに対してタイムリーに情報発信し、当センターの活動状況や自動販売機による

寄付について等を広く県民に広報した。
（6） 講演会等の開催
①「犯罪被害者週間」における講演会
12月1日（木）に、｢千葉県民のつどい｣を千葉県と共催で「船橋市民文化創造館」において実施し、

213名の来場者があった。なお、同時開催で｢生命のメッセージ展」を開催し、命の重さ･尊さを
訴え、県民の方々が関心を寄せられた。

②関係機関団体の会議・研修会での講演
県下警察署管内犯罪被害者支援連絡協議会　　　　 24警察署
県下警察署署員に対する例会議　　　　　　　　　　3警察署
その他、警察学校の専科教養及び連携機関での講演　　 10回

５　被害者自助グループへの支援
当センター面接室を利用して１回実施し、今後の継続につなげた。

６　被害者等の支援活動に携わる相談員・直接支援員の人材育成
（1） ボランティア養成研修（入門編）
　　10時間の研修を実施し、受講者62名
（2） 支援員養成研修（初級編）  
　　40時間の研修を実施し、受講者40名
（3） 相談員養成研修（中級編）

相談員を対象に、被害者等からの相談電話及び直接的支援を充分な知識とスキルを持って的確に対
応すること等を目的とし、12時間の研修を行い、相談員のスキルアップを図った。

（4） 職員の継続研修
職員及び直接支援員に対して、連携機関等の有識者を招聘し、更なる支援技術の向上を目的として

研修を実施した。（３回）
（5） 認定NPO法人全国被害者支援ネットワーク主催の各種研修会
　　○　関東・甲信越ブロック研修会（年２回）
　　○　全国研修会（春期・秋期）          
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７　被害者等の支援に関する調査・研究
全国各支援センターとの情報交換、全国被害者支援フォーラム等への参加、国立精神･神経医療研究

センターでのメンタルケアー研修に参加した。また、必要な刊行物等を購入して、更に犯罪被害者支援
に関して調査・研究を行った。

８　他機関職員の研修会の開催
千葉県環境生活部生活・交通安全課と連携し、県及び市町村の相談関係機関を対象とし、犯罪被害者

支援に対する理解を深めるとともに、犯罪被害者等からの相談を受け、支援を実施するに当たっての知
識、技能を習得するための研修会を行った。   （第１回初心者向け34名・第２回経験者向け10名）
９　財政基盤の充実
○地方公共団体及び各企業等に対して賛助団体への加入促進を推進するとともに、広く県民への賛助会
員の募集を行った。

　年度末現在で、法人107社・個人会員249名（正会員を含む）
○「募金箱」を施設・店舗等へ３箇所設置
○「犯罪被害者支援清涼飲料水自動販売機」は26基の設置
○「イオン幸せの黄色いレシートキャンペーン」では年間約６万円のギフトカードをいただき再生紙等
を購入した。

○「千葉県共同募金会」からは30万円助成金の交付を受けて広報啓発物品を購入

日時　平成24年３月24日（土）午後３時から
場所　千葉市中央区ユニビル
議題　１　平成24年度事業計画･収支予算
　　　２　正会員の入会申し込み（12名）
　　　　について審議いただき、可決承認されました。（詳細はホームページ参照）

平成23年度第３回理事会･第２回総会の開催平成23年度第３回理事会･第２回総会の開催
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番号 役　職  氏　　　名
1 理 事 長 飯 田 慶 治
2 副理事長 大 塚 明 彦
3 〃 髙 橋 一 弥
4 専務理事 醍 醐 誠 一
5 理 事 大 𣘺 靖 史
6 〃 木 下 　 昌
7 〃 友 田 直 人
8 〃 羽 賀 俊 明
9 〃 蘒 原 伸 介
10 〃 橋 本 正 次
11 〃 副 島 瑞 生
12 〃 磯 邉 　 聡
13 監 事 内 海 文 志
14 〃 黒 田 忠 正
15 正 会 員 東 　 耕 三
16 〃 安 藤 轟 勇
17 〃 石 井 　 正
18 〃 伊 東 秀 彦
19 〃 井　上　喜久男
20 〃 上 野 雅 威

番号 役　職  氏　　　名
21 正 会 員 大 木 規 嗣
22 〃 大 友 道 明
23 〃 加 藤 源 蔵
24 〃 金 杉 雄 幸
25 〃 川 畑 　 愛
26 〃 神 田 宗 武
27 〃 合 間 　 利
28 〃 日 下 忠 文
29 〃 久 保 隼 哉
30 〃 黒 澤 柾 美
31 〃 小 石 　 税
32 〃 向 後 善 之
33 〃 古 地 昭 夫
34 〃 金 剛 秀 明
35 〃 權 正 竜 太
36 〃 椎 名 和 司
37 〃 杉 岡 昌 明
38 〃 髙 木 　 茂
39 〃 髙 城 龍 夫
40 〃 田 村 哲 子

番号 役　職  氏　　　名
41 正 会 員 仲 澤 　 博
42 〃 中 村 欽 哉
43 〃 屶 網 敏 雄
44 〃 能 勢 賢 一
45 〃 廿日出　良　子
46 〃 平 野 俊 夫
47 〃 福 瀧 健 一
48 〃 福　田　康一郎
49 〃 穂　苅　正治郎
50 〃 三 浦 亜 紀
51 〃 三 門 茂 昭
52 〃 三 坂 直 温
53 〃 森 本 志 保
54 〃 山 本 正 勝
55 〃 柳 原 悠 介
56 〃 吉 田 　 平
57 〃 渡 辺 秀 雄
58 〃 渡 邊 義 男

公益社団法人千葉犯罪被害者支援センター役員・正会員名簿
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日時　平成 24年 5月 29日（火）　午後 1時～ 4時
場所　千葉県文書館
犯罪被害者支援にかかる条例等が全国で一番充

実しております大阪府摂津市の担当者（杉浦徹氏）
による「摂津市における犯罪被害者支援」の講演を
いただき、関係機関の皆様に犯罪被害者の実情と支
援に対する理解を深めていただきました。

また、「命のメッセージ展」を会場で同時開催いた
しました。
殺人・悪質な交通事犯・いじめ・医療過誤・一気飲
ませ等の結果、理不尽に生命を奪われた犠牲者が主役
のアート展です。
市民に一番身近である行政の担当部署として ｢命
の重さ、尊さ」について気付きの機会としていただき、
被害者支援の重要性のご理解をいただきました。

日時　第１回（初心者向け）　平成 24年 6月 27日（水）　午前 10時～午後 4時
　　　第２回（経験者向け）　平成 24年 7月 6日（金）　午前 10時～午後 4時
場所　千葉市中央区「ユニビル」
県及び市町村の相談関係機関職員が、犯罪被害者等支援に対する理解を深めるとともに、犯罪被害者

等からの相談を受け支援を実施するにあたって、被害者等に対して適切で的確な支援がなされるように
知識 ･技術の向上を目的として研修会を開催し、行政の方々が熱心に受講され、市町村等の窓口対応に
期待するところです。
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千葉県主催千葉県主催

「市町村犯罪被害者等支援施策担当課長会議及び「市町村犯罪被害者等支援施策担当課長会議及び
県犯罪被害者等相談関係機関連絡会議」県犯罪被害者等相談関係機関連絡会議」

千葉県主催・当センター受託事業千葉県主催・当センター受託事業

「県･市町村相談関係機関職員研修」「県･市町村相談関係機関職員研修」
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被 害 者 等 の 感 謝 の 声被 害 者 等 の 感 謝 の 声

ニューズレター17号mono.indd   5 2012/08/23   8:39:01
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多大なるご寄附心より感謝申し上げます。

ご協力ありがとうございます

•一般財団法人千葉県旭光会様
　（千葉県警察官及び職員様の互助会）

7月27日（金）に鎌田千葉県警察本部長様が来訪
されました。
当センターの面接室･電話相談室などを見学さ

れ、電話相談員に激励のお声かけをいただきまし
た。その後、髙橋副理事長と加藤事務局長から犯
罪被害者支援活動の現状を説明をさせて頂き、ご
理解とご協力をお願いいたしました。

新たにご加入いただきました
賛助法人会員様

•株式会社マナビス様（浦安市）
•千葉県建設業協会山武支部様（東金市）

清涼飲料水等自動販売機による寄附　平成24年7月1日現在（31基）

ペプシコーラ様 10基

23.4.1 警察学校（寮） 23.4.1 警察学校 23.4.1 第二機動隊

23.4.1 第三機動隊 23.8.1 グリーン自動車販売 23.8. カンダ事務機（本社）

23.8. カンダ事務機（北総） 23.8. かもめガス 23.1. 栄治産業

24.7.1 佐倉自動車学校

ＥＸサービス様 9基

23.4.1 千葉県警分庁舎 23.4.1 千葉刑務所 23.4.1 千葉日報社

23.8. ワークス 23.8. ワークス 23.12. ㈱サクラダ

24.2. ㈱サクラダ 24.4.2 千葉刑務所 24.4.2 千葉刑務所

アペックス様 4基
23.1. 千葉県警分庁舎 23.1. 第二機動隊

23.1. 千葉県自動車練習所 24.1. 警察学校

伊 藤 園 様 2基 24.5.21 啓友会（順天堂大学佐倉キャンパス） 24.5.21 啓友会（順天堂大学佐倉キャンパス）

北 総 病 院 様 2基 23.6.1 コカコーラ 23.6.1 コカコーラ

栄 治 産 業 様 1基 23.1. ペプシコーラ

晴 山 苑 様 2基 24.1. JTエースター 24.1. JTエースター

中 臺 祐 三 様 1基 24.7.1 ヒラノ商事㈱ 佐倉自動車学校網中社長様佐倉自動車学校網中社長様

•財団法人千葉県自動車練習所様
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募金箱設置のご協力

当センターの広報啓発活動のご協力

•㈲ひかたや第二支店様（成田市）
•飯田歯科医院様（浦安市）
•㈱啓友会様（順天堂大学佐倉キャンパス）
•穂刈会計事務所様（千葉市）
•カフェテラス「シーソー」様（千葉市）

•あさひゴルフ練習場（中臺祐三様）様
（四街道市）

四街道警察署伊藤支援係長様のご紹介
により、募金箱と自動販売機のご協力を
いただきました。

印西警察署の紹介で、「ザ・カントリークラブグレンモア」の徳田支配人様のご配慮により、千葉県ゴ
ルフ協会の中村専務理事様を通じまして、県下のゴルフ場様のフロントに当支援センターのリーフレッ
トを置いて来場者の皆様に配付いただき、犯罪被害者支援活動のご理解･ご支援を御願いしております。

イオン「幸せの黄色いレシートキャンペーン」
に参加して「イオンギフトカード」の贈呈をいた
だき、事務用品等を購入させていただきました。

共同募金会様には、
今年度分として当セ
ンターの活動内容等
の紹介リーフレット
２万部をご寄付いた
だきました。

「ザ・カントリークラブグレンモア」様

ご支援いただける皆様からのご連絡をお待ちしております。　事務局長 加藤 ℡043‒225‒5451
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千葉CVSニューズレター　第17号
（2012年8月発行）

発　行：公益社団法人千葉犯罪被害者支援センター
発行者：飯田　慶治
印刷所：株式会社太陽堂印刷所
事務局：260‒0854
　　　　　千葉市中央区長洲1‒3‒1
　　　　　　パークコート100 206号
　　　　　ＴＥＬ：０４３－２２５－５４５１
ホームページ：http://www.chibacvs.gr.jp

《編集後記》
事務局長としましては、諸活動の財源の確保･充実が
頭の痛いところであり、当ニューズレターでもご紹介い
たしましたとおり諸々の施策を実施して対処していると
ころであります。
そんな折に、千葉県旭光会様（千葉県警察官・職員互
助会）･千葉県自動車練習所様から多額の恒常的ご寄付
をいただけることとなり心より感謝申し上げます。
被害者への深い思い・被害者支援への強い思いを旨と
して、職員一同被害者等の心に寄り添い、更なる被害者
支援の充実を図って参ります。　　　　　　　　（加藤）

　犯罪被害者支援
の財源確保のため
募金箱の設置をし
ていただける施設
や企業のご協力を
お願いしています。
是非ご紹介をお願
いします。

　清涼飲料水等の自動販売
機の売り上げの一部（１本
につき２円程度）を寄付して
頂くものです。
　社会貢献の一環として自
動販売機を設置して頂ける
施設や企業を募集しており
ます。

事務局へご連絡いただければお伺いし、ご説明させて頂きます。ＴＥＬ０４３（225）5451

「募金箱」の設置

お　願　い
「清涼飲料水等販売機」の設置

賛助会費・寄付のご案内

賛助会費 ■法人（団体） １口　２万円
 ■個人 １口　２千円
　公益社団法人千葉犯罪被害者支援センターでは犯罪被害者に対

する支援の輪を広げるため、賛助会費・寄付を募っています。

　ゆうちょ銀行・郵便局に備え付けの払込用紙に住所・氏名・電

話番号、賛助会費または寄付の別を明記し、下記口座番号までお

振り込みください。

公益社団法人千葉犯罪被害者支援センター
《口座番号》００１３０－５－５９１５８４

　なお、専用の払込用紙を用意してありますので、事務局までご

連絡いただければご送付いたします。

事務局　TEL ０４３（225）5451

043－225－5450
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